


ソーシャルメディアについて

ソーシャルメディアというのは、メディア側とユーザーの双方に情報を提供させ、さらに「つながり」や「創造性」を実現させるサイトのことである。
今よく耳にするウェブ2.0というキーワードもこのソーシャルメディアに大いにかかわることを初めに述べておく。
このウェブ2.0を実現するのが、まさにソーシャルメディアであり、このソーシャルメディアにはいろいろとあるが、なかでも世界最大のSNSサイトや動画共有サイトそして3D仮想空間などは今や注目されるメディアがたくさんある。
従来、メディアというのは、新聞やテレビのように情報を一方的に読者や視聴者に発信するものであったが、ソーシャルメディアというのは、メディア側と一般ユーザーが相互に情報を発信するサイトである。
また、それにとどまらず、そこから一歩進んで、そこに参加する人々の「つながり」や「創造性」をも実現するものがソーシャルメディアであるとする。現在では、このようなソーシャルメディアという用語は、ネット業界の常識として使われている。
ソーシャルメディアの代表的として、まずSNSを取り上げる。このSNSというのは、ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、そのサイトには掲示板、ブログ、チャット、メール、その他のツールがあり、会員はそれらのツールを使ってお互いにコミュニケーションを図ることができる。これが人々の爆発的な人気を引き付けていて、ユーザー数が確実に増えている。



